


















































































































































































































































140 明治大学教養論集通巻503号 (20日・ 1)
かれた脱人間的境位以外安意味してはいない。この③は，①と②で十分に書
かれていない西国哲学の全思索行程への景観思索からの対決を意欲している。


































































































































































































































































の世界自身への集中と帰還 (concentrationet venue a soi)を画家は実現






































































































(principe incarne)， r大地J(Terre)， r存在J(立tre)， r事実の事実性J
(facticite du fait)， r生の存在J(さtrebrut)， r野生のロゴスJ(Iogos sau-
vage) ， r存在の原型J(prototype de l'Etre)， r客体と主体を司る中心」
(milieu formateur de l'objet et du sujet)などがある。
プラトンは『ティマイオスJで場所を以下の 7つの比喰で示している。 (1)乳母の














































































の役を果たすにちがいない。 H ・H ・科学者自身の自己管理(遺伝子工学的操作を氏は
念頭に置いている一一角田補記〉を実現することなしには，十全を期しがたいであ















































































[La poるtiquede l'espace. '194. p. 7.拙訳〕
パシュラールは詩的イメージを哲学の母胎，源泉としているように思われ
る。「われわれはわれわれの哲学教育の会てを詩人たちの許で受ける」
(Nous prenons tout notre enseignement philosophique chez les poetes)。
CLa poetique de l'espace. Paris. p. 169J 
彼は家という「人間存在の最初の!u:界J(Ie premier monde de l'etre 






















パシュラールは「人間存在は幸福な存在であるJO'Etre humain est un 
etre bien)とする。それだけではなく，彼に言わせると，そもそも「存在





かJCLa poetique d'espace， p.61]。冬は寒いから，家での我々は暖かいの
である。こうした家と結びついた心，心の醸成を支える心の空間， i内密の









































るCin:Erinnerung an Martin Heidegger (Hg.) G. Neske， 1977， S.25J。
ボルノーはその後ハイデガーと徹底的に対決して自らの哲学を形作ってL、く。
彼の『人間と空間J(Mensch und Raum， 1963)はハイデガーの『存在と





feste Boden der Tatsache“unter den Fusen) CS.49Jに足を置くことこ
そが哲学の果たすべき役割なのである。 そして次のように続ける。哲学は
「最も単純な事実のもとにとどまるというささいなことへの勇気J(der 















理解する基盤なのである CPhenomenologie de la perc巴ption，p.49J。空
聞は決して単に広がっているものではなく，作られるものである。元々は，
ハイデガーも言うように家を「建てること」によって作られるのである。建























































































られ， der erlebte Raumという表記は， i空間の体験J(Erlebnis des 








mein Leben in wachsenden Ringen)と謡っているが，このように「ひと


































begriff in der Psychologie. Der spezielle und allgemeine hodologische 






































E. Straus， Formen des Raumlichen. Ihre Bedeutung fur die Motorik und 
die Wahrnehmung (960)は「音響的空間J(der akustische Raum)と






































根本的に形作られたJと言っている CWerner]ung， Georg Simmel. Zur 









































































いう「慣習的知覚形態の革命J(Stephan Oettermann， Das Panorama. 





















(Heidegger， Vortrage und Aufsatze， Tubingen 1954， S.152J。ハイデガー
は一言もジンメルの文雷に触れていないが，ジンメルを読んでいる公算が大
174 明治大学教養論集通巻503号 (2015・1)
である。残念ながら，ハイデガーには影響安受けたDenkerの名を挙げるこ
とや文章明記することを陪すところがある。
私は私の最も新しい著作「哲学者としてのブルクハルトJ(2014)におい
て，私が 20年前に集中した景観哲学の構築を思い出すことになった。景観
思索者，景観詩人としてのブルクハルトという視角もこの新作で忘れなかっ
たことを最後に記したL、。
(かくた・ゆきひこ 元教授)
